四国高等学校体育連盟　共催・後援承諾内規
　１　趣旨
      この内規は、四国高等学校体育連盟以外の団体と共催する事業及び事業の後援に関して必要な事項を定めるものとする。
　２　共催・後援の定義
　　　この内規における用語の意義は、次のとおりとする。
　　(1) 共催とは、その事業の実施にあたり企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を分担することをいう。
    (2) 後援とは、その事業の趣旨に賛同し開催を援助するために名義使用を認めることをいう。
　３　承諾の基準
      共催・後援の承諾は、四国高等学校体育連盟の目的に沿って事業が実施され、その内容についても教育的な配慮がなされ、かつ次に掲げる承諾基準を満たす場合に行うものとする。
　　(1) 事業の主催者についての承諾基準
   　 ア　　全国高等学校体育連盟に加盟している競技団体又はこれらに準じる団体
      イ　　その他理事会において審議し評議員会において適当と認められた団体
    (2) 事業目的及び内容その他の承諾基準
      ア　　(財)全国高等学校体育連盟が共催・後援する事業又はこれらに準じる事業であることを原則とする。
　　　イ　　四国全域にわたり高校生を参加対象とした大会であること。
      ウ　　事業計画が明確で主催者の行事完遂能力が十分あると判断されるものであること。
　　　エ　　学業に支障のない休業日に実施するなど、教育活動の一環として無理のないよう配慮されていること。
　　　オ　　事業実施全般（主たる日程のみならず、移動や宿泊など事業に付随する範囲全て）において参加者の健康安全に十分な配慮がなされていること。
      カ　　参加にかかる経費が加重負担にならないよう配慮されていること。
　４　承諾の条件
    (1) 事業運営にかかる経費は主催団体の負担とする。
    (2) 四国高等学校体育連盟会長名による広告依頼はできない。
　　(3) 参加料については四国高等学校選手権大会の参加料を越えないこととする。
  ５　承諾申請及び承諾通知
    (1) 共催・後援を受けようとする団体は、事業実施の１か月前までに文書をもって申請すること。
    (2) 共催・後援を承諾した場合には、四国高等学校体育連盟会長名で当該申請者に対し承諾書を交付する。

　６　その他
    (1) 共催・後援の承諾を受けた後に、事業の中止又は事業内容に変更があった場合には速やかにその旨を届け出ること。
    (2) 主催者は共催・後援を受けた事業が終了した場合、速やかに事業開催結果を示す報告書を提出すること。
    (3) 全国高等学校選抜大会の四国地区予選会についての共催は次のとおりとする。
　　　　（主催）
      　　　当該競技の四国統轄団体、四国高等学校体育連盟、開催県教育委員会
　　　　（主管）
      　　　開催県競技団体、開催県高等学校体育連盟
　　　　（要項提出）
      　　　開催日の１カ月前までに、開催県高体連事務局を経由し、四国高体連事務局に提出する。
  　　　（表彰）
      　　　１位、２位に賞状を授与する。
　　　　（参加料）
      　　　四国高校選手権大会の参加料を基準とする。
　　　　（経費）
      　　　大会運営費については、四国高体連は負担できない。
　　　　（宿泊料）
      　　　当該年度の四国高校選手権大会の統一料金とする。
  　　　（役員）
  　　　　　顧　　問　　四国４県高体連会長
    　　　　大会委員　　四国４県高体連理事長、事務局長
  　　　（結果報告）
      　　　大会終了後10日以内に開催県高体連事務局を経由し、四国高体連事務局に提出のこと。報告責任者は開催県専門委員長とする。
    附則
      この内規は２０年４月２３日から施行する。
